
 

愛川ふれあいの村９月の風景 

平成２８年９月 自然のたより 
 

て 

 

   

ウラナミシジミの交尾 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅの蜜を吸うｶﾗｽｱｹﾞﾊ ナミルリモンハナバチ 

    

鈴なりになったギンナン クズの花 ヤマトシリアゲ キイロモモブトハバチ 

    

ﾐｽﾞﾋｷの花とﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ ミンミンゼミ ジョロウグモ ルリシジミ 

    

ツマグロヒョウモン ヤマボウシの果実 花の蜜を吸うﾋﾒｸﾛﾎｳｼﾞｬｸ ミヤマアカネ 

９月に入っても暑い日が続いていましたが、夕方になると涼しく、過ごしやすい気候となりました。 

ヤマボウシの実が多くなっていたり、クリの実も例年より大きな実を付けていたり、大きな花を咲かせたヒ

ガンバナにカラスアゲハが蜜を吸いに来たりと、自然からの恩恵をたくさん見ることができました。 



◆月を愛
め

でてみませんか◆ 
秋と言えば、お月見の時期ですね。そんな秋の月を

代表する言葉として、『中秋の名月』があります。 

『中秋の名月』と聞いて、何を思い浮かべますか。

ススキが飾ってある中、丸いお団子を食べ、月を見る。

多くの方は、そんなイメージをお持ちではないでしょ

うか。ではいつから月見をする習慣が始まったのでし

ょうか。 

もともとは中国の風習だったのが、今から約 1,000

年以上前の平安時代に伝わったのが始まりと言われて

います。その頃は「観月の宴」と言い、月を愛でなが

ら、貴族が和歌を詠んだりして、宴を開いていました。

それが江戸時代になると、秋の収穫を感謝する「収穫

祭」として親しまれ、人々に浸透していきました。そ

の習わしが現代にも受け継がれています。収穫の感謝

を込めて、お米で団子を作り、丸い形は月に似せてい

ます。またススキを飾るのは、稲穂に感謝する意味の

他に、魔除けの意味もあります。一つ一つの所作に、

意味があるのは、素敵な考え方です。時計もカレンダ

ーもない時代に、農作業の基準として月の形や暦は重

要な位置づけでした。満月の回数や新月から何日目の

月なのかなどを人々はとても大切にしていました。現

代より、もっと自然に寄り添って、生活していたのが

うかがえますね。夜空で月を見かけたら、少し立ち止

まって、月を愛でてみる、そんな時間を作ってみるの

はいかがでしょうか。（髙橋） 
 
 

※中秋の名月とは、旧暦の 
8 月 15 日の満月を指します。今年は、9月 15 日でした。 
ちなみに来年は、10 月 4 日 
です。年によって日にちが 
違っているのは、現在使っ 
ている太陽暦と太陰暦（旧 
暦）が違うためです。 
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▼国で違うトンボの捉え方▼ 
秋に移り変わり、夕焼け空にたくさんのトンボ

が飛んでいる姿が印象的です。 

トンボは、昔から「勝虫」と呼ばれ縁起の良い

虫とされていました。縁起が良いとされたのは、

一直線に前に進むように飛ぶ姿や、蚊やハエなど

の害虫を食べることが由来となっています。しか

し、海外では「ドラゴンフライ」と呼ばれ、【ドラ

ゴン＝邪悪なもの】とされ、災いをもたらす虫と

言われているそうです。 

国が異なることで、虫の 

存在の捉え方が異なるのは 

面白いですね。（鷲山） 

◎
十
月
の 

注
目
ポ
イ
ン
ト
◎ 

 

 

秋
と
い
え
ば
『
○
○
の
秋
』
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
中
で
も
実
り
多
い
十
月

は
『
食
欲
の
秋
』
と
思
い
浮
か
ぶ
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

果
実
の
実
り
が
多
い
十
月
。
中
で

も
ふ
れ
あ
い
の
村
で
、
鳥
た
ち
に
人

気
の
高
い
果
実
が
『
柿
』
で
す
。
熟

し
た
果
実
は
食
用
と
さ
れ
、
幹
は
家

具
材
と
し
て
用
い
ら
れ
、
葉
は
加
工

し
、
お
茶
と
し
て
飲
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
新
芽
の
葉
は
天
ぷ
ら

に
し
て
食
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
染
物
の
染
料
と
し
て
も
大
活

躍
。
染
物
は
青
い
渋
柿
を
潰
し
、
絞

っ
た
液
を
発
酵
さ
せ
た
も
の
を
使
用

す
る
為
『
柿
渋
染
』
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
先
人
は
、
柿
の
果
汁
が
空
気

に
触
れ
る
と
硬
化
し
て
被
膜
を
作
る

こ
と
を
発
見
し
、
身
の
回
り
の
物
に

塗
る
と
防
水
効
果
や
耐
久
性
が
増
す

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
が
普
及
す
る
ま
で
は
、
柿
渋

液
を
各
家
庭
で
作
り
、
家
の
柱
や
傘
、

酒
袋
な
ど
生
活
で
欠
か
せ
な
い
物
に

使
用
し
、
広
く
庶
民
に
使
わ
れ
て
い

た
身
近
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

食
欲
の
秋
に
、
美
味
し
い
旬
の
物

を
食
べ
つ
つ
、
こ
う
い 

っ
た
自
然
の
知
恵
を
併 

せ
て
知
る
事
も
、
楽
し 

み
の
一
つ
に
し
て
み
て 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
多
田
） 

 

★旬のお知らせ：栗★ 
 
 

 

 ９月に入って日に日に気温が下がり、秋らし

くなってきました。９月～１０月は実りの季節

を迎え、たくさんの食物が旬を迎えます。 

 その中で今回は「栗」をご紹介します。縄文

時代の約５０００年前、木の実は重要な食用源

であり、その中でも甘くおいしい栗は、貴重な

食材だったことが推測されます。 

 おいしい食べ物に満ちあふれる現代でも、ゆ

でてそのまま食べるのはもちろんのこと、「栗 

ごはん」や「栗きんとん」 

「渋皮煮」「モンブラン」 

など、様々な料理や和洋 

菓子の材料として使われ 

ています。（梅本） 

 


